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 10 月 16 日（水）には、青雲祭文化の部が行われました。開催セレモニーには、皆さんの先輩でもあ

る中央市望月市長らを来賓に迎え、制作に協力していただいたステージバックの披露を一緒に共有する

ことができました。 

 今年度からは、例年の 9 月の開催と異なり、気候も落ち着いた中で、午前には、文化部の発表・展示

見学、そして午後には、クラス合唱・学年合唱、そして全校合唱「ケサラ」の発表を行いました。合唱

コンクールに審査員として来ていただいた、3 名の先生からも「素晴らしい合唱、楽しい時間を過ごすこ

とができました。」とお褒めの言葉をいただきました。閉祭セレモニー後には、サプライズでの花火が打

ち上げられ、無事に青雲祭の幕が閉じられました。改めて、全校生徒のパワーを感じた 1 日となりまし

た。また、平日にもかかわらず、たくさん保護者の方々に参観していただき、ありがとうございました。

今後とも、本校の学校教育活動にご協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日の 28 日（月）に校内避難訓練・集団下校訓練を実施しました。8 月には、南海トラフ地震臨

時情報「巨大地震注意」が、気象庁より発令されました。今回は、在校中にその一段階上にあたる

「巨大地震警戒」が発令された際の訓練を実施しました。当日は、雨天によりグラウンド状況が不良

であったため、急遽体育館に集合し、その後地区ごとに分かれ、集団下校を行いました。 

さて、みなさんは「正常性バイアス」って知っていますか？自然災害などが、 

私たちの身近に迫った時に、ちょっとした変化なら「日常のこと、私は大丈夫、 

起こるはずがない」と考えてしまう心のはたらきのことを言います。そのような 

心のはたらきによって、被害が拡大してしまうのです。被害を防ぐためにも、 

私たちは、正しい情報のもと的確な避難行動をとることが大切です。「自分の身は自分で守る（自

助）」こと。自分の命は、自分だけのものではありません。あなたを心配してくれる人（家族・親

戚・友人など）のものでもあり、その人たちを悲しませてはいけないと思います。そして、同時に

人に助けられるのではなく、人を助ける人（共助・公助）になってもらいたいと思います。 



 

スポーツの秋・文化の秋（部活動の主な結果） 10月 30日現在 

【野球部】 

  ・県新人大会 1 回戦 対八田中 3－10 敗退 

【サッカー部】 

 ・ウイナーズカップチャレンジトーナメントＡブロック 優勝 

・県新人大会 1 回戦 対上条中 0－1 敗退 

【陸上部】 

  ・山梨グランプリ兼Ｕ１６ ジャベリックスロー4 位：齋藤陸玖  

  ・櫛形Ｔ＆Ｆカーニバル  共通男子 400ｍ1 位：齋藤陸玖、3 位：依田悠慎 

               走高跳 1 位：向山夏空、4×100ｍＲ 4 位、 

  ・県新人大会 共通男子 400ｍ4 位：本田梁太、男子共通４種８位：窪田結人 

         １年砲丸投げ３位、走幅跳５位：寺岡蓮央、１年砲丸投げ８位：仲田天 

          １年１００ｍＨ４位、２００ｍ８位：渡辺美咲 

【卓球部】 

（男子）・県新人交流卓球大会 団体 4 位 白州名水卓球大会 シングルス 3 位：清水悠希 

【バレー部】 

（男子）・県新人大会Ｂパート準決勝 対塩山中 1－2 敗退  

（女子）・県新人（中巨摩）大会 予選リーグ 1 勝 1 敗 ５～8 位トーナメント 5 位 

・県新人大会 Ｅパート 2 位 ５～8 位トーナメント進出 

【バスケ】 

（男子）・県新人（中巨摩）大会 ４位  県新人 対春日居中 ５１－５３ 敗退 

（女子）・県新人（中巨摩）大会 2 位  県新人 対大月東中１１１－３９ 次回進出 

【ソフトテニス】 

（男子）・県新人（中巨摩）大会（個人）ベスト８ 遠藤・加藤ペア （団体）Ａトーナメント 3 位  

（女子）・県新人（中巨摩）大会（個人）ベスト８ 守屋・新海ペア （団体）Ａトーナメント 6 位 

【柔道】  

・県新人大会 団体戦 1 回戦 対甲府北西中 0－3 敗退、順位リーグ：12 位 個人戦：敗退 

【青雲部】 

  ・高円宮杯 JFA 第 36 回全日本 U-15 サッカー選手権大会 山梨予選 優勝  

有泉瑛都（フォルトゥナサッカークラブ） 関東大会出場  

【吹奏楽部】  

・西関東吹奏楽吹奏楽コンクール B 部門  銀賞受賞 

 

 勝ち残っている部、これから大会が始まる部 「TATOMI PRIDE」を忘れずに全力で！！ 

 

 

 


